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第３学年 算数科学習指導案 
令和４年９月２１日（水）３校時 

指導者      

 教 諭     

場 所 ３年   教室     

 

１ 単元名 「大きい数のかけ算のしかたを考えよう」 

 

２ 単元の目標 

 ２位数や３位数に１位数をかける乗法の計算の仕方について理解し，確実に計算することや成

り立つ性質について理解できるようにするとともに，数学的表現を適切に活用して，乗法の成り

立つ性質を活用したり，計算を確かめたりしながら，計算した過程を振り返り，今後の生活や学

習に活用しようとする態度を養う。 

〔    知識・技能    〕 ２～３位数×１位数の乗法の筆算の仕方を理解し，それらを

活用して計算することができる。 

〔  思考・判断・表現   〕 数の構成や既習の乗法計算に着目し，２～３位数×１位数の

筆算について考え，説明している。 

〔主体的に学習に取り組む態度〕 ２～３位数×１位数の筆算の仕方について，乗法九九などの

基本的な計算を基に考えたことを振り返り，数理的な処理の

よさに気づき今後の生活や学習に活用しようとしている。 

 

３ 単元について 

 （１） 教材観 

      本単元で扱う乗法の筆算は，学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      乗法の学習において，乗法九九については第２学年で学習している。また，本学年の第

１単元では，乗法の交換法則や，乗数が１ずつ増減するときの乗数と積の変化の関係を含

めた分配法則について学習してきている。さらに，乗法の性質やきまりに着目し，九九の

範囲を超える０や１０の乗法の計算をしたりすることができるようになった。 

 本単元では，２位数や３位数に１位数をかける乗法の計算の仕方について理解し，確実

に計算することや成り立つ性質について理解できるようにする。被乗数が何十，何百の乗

法，たとえば２０×３や２００×３などの計算は１０や１００を単位として考えれば１位

数どうしの乗法に帰着できることを理解し，そのことを活用して計算ができるようにす

る。また，何十，何百に１位数をかける計算をもとにして，２位数，３位数に１位数をか

ける計算を導入し,乗法の筆算形式とともに，その計算の原理や手順についての理解を図

る。さらに，３位数×１位数の計算法則の学習では，結合法則を使うことによって計算が

簡単になるような問題場面を設定し，併せて乗法の結合法則について指導する。 

 

第３学年 Ａ 数と計算 

（３）乗法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア）２位数や３位数に１位数や２位数をかける乗法の計算が，乗法九九などの基

本的な計算を基 にしてできることを理解すること。また，その筆算の仕方について

理解すること。 

(イ）乗法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。 

(ウ) 乗法に関して成り立つ性質について理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ア) 数量の関係に着目し，計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見

いだしたりするとともに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確かめをし

たりすること。 
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 （２） 児童観 

     ～省略～ 

 

 （３） 指導観 

      本単元では，乗法の意味を確かにするとともに，その計算が確実にできるように筆算形

式の理解を深めさせていく。具体的な量感を身につけるために視覚的に考え方や数を捉え

させ，言葉によって説明させる工夫をしていきたい。その際，自分の考えを表現するだけ

ではなく，友達の考えを説明することで，さらに理解を深めていきたい。 

本時の導入では，前時までに学習した２０×３を確認することで既習と未習を明確にし

ていく。計算の仕方を考える際は，アレイ図や模擬貨幣図などといった具体的に数字を捉

えられるような手立てを用いていく。自力解決を苦手としている児童には，図だけを示し

たヒントカードを用意し，個別に対応する。 

  

４ 指導計画（１１時間扱い 本時３／１１） 

時 ねらい 主な学習活動 主な評価規準 

①何十，何百のかけ算（２時間） 

１ ○何十，何百に１位数をか

ける計算の仕方につい

て，１０や１００を基に

考え，説明することがで

きる。 

①２０×３の計算の仕方を考え

る。 

②その式を立てた理由を説明す

る。 

③２００×３の計算の仕方を考え

る。 

［知技］被乗数と積の比

較を用いて，被乗数が１

０倍，１００倍になる

と，積も１０倍，１００

倍になることを理解して

いる。【観察・ノート】 

［思判表］何十，何百×

１位数の計算を１０や１

００のまとまりや既習の

乗法九九に着目して計算

する方法を考え，説明し

ている。【観察・ノー

ト】 

２ ①２×３，２０×３，２００×３

の式を比較する。 

②被乗数が１０倍になると，答え

も１０倍になっていることをま

とめる。 

③被乗数が１００倍になると答え

も１００倍になることをまとめ

る。 

②２けたの数に１けたの数をかける計算（５時間） 

３

（

本

時

） 

○２位数×１位数（部分積

がみな１桁）の計算の仕

方について理解し，その

計算ができる。 

 

①問題場面をとらえ，立式する。 

②２３×３の計算の仕方を，アレ

イ図や模擬貨幣図を使ったり数

操作をしたりして考え，答えを

求める。 

［知技］２位数×１位数

の筆算の仕方を，数の構

成を基に理解している。

【観察・ノート】 

［思判表］既習の乗法九

九などに着目して，２位

数×１位数の筆算の仕方

を具体物や図，式を用い

て考え，説明している。

【観察・ノート】 

４ ①２３×３の筆算の仕方を考え

る。 

②適用問題に取り組む。 

５ ○２位数×１位数（一の位

の数との部分積が２桁）

の筆算の仕方について理

解し，その計算ができ

る。 

①１辺１６ｃｍの正方形の周長を

求める式を立てる。 

②１６×４の筆算の仕方を考え

る。 

［知技］２位数×１位数

（一の位の数との部分積

が２桁）の計算が筆算を

用いて求めることができ

る。【観察・ノート】 

６ ○２位数×１位数（十の位

の数との部分積が２桁，

及び部分積がみな２桁）

の筆算の仕方について理

解し，その計算ができ

①４２×３，５８×３の筆算の仕

方を考える。 

②筆算の仕方をまとめる。 

［知技］２位数×１位数

（十の位の数との部分積

が２桁，及び部分積がみ

な２桁）の計算が筆算を

用いて求めることができ
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る。 る。【観察・ノート】 

７ ○２位数×１位数（部分積

を加えたときに百の位に

繰り上がりあり）の筆算

の仕方について理解し，

その計算ができる。 

①２９×４，７６×４の筆算の仕

方を考える。 

［知技］２位数×１位数

（部分積を加えたときに

百の位に繰り上がりあ

り）の計算が筆算を用い

て求めることができる。

【観察・ノート】 

［態度］筆算の仕方を振

り返り，被乗数を位ごと

に分けて計算するよさを

感じている。【観察・ノ

ート】 

③３けたの数に１けたの数をかける計算（３時間） 

８ ○３位数×１位数（部分積

がみな１桁）の筆算の仕

方について，２位数×１

位数の筆算の仕方を基に

考え，説明することがで

きる。 

①問題場面をとらえ，立式する。 

②３１２×３の計算の仕方を考え

る。 

③３１２×３の筆算の仕方を考え

る。 

④筆算の仕方をまとめる。 

［知技］３位数×１位数

の筆算の仕方を，既習の

乗法九九などを用いて考

えることができる。【観

察・ノート】 

［思判表］２位数×１位

数の筆算の仕方に着目し

て，３位数×１位数の筆

算の仕方を考え，説明し

ている。【観察・ノー

ト】 

９ ○３位数×１位数（部分積

がみな２桁，及び部分積

を加えたときに繰り上が

りあり）の筆算の仕方に

ついて，既習の乗法の筆

算の仕方を基に考え，説

明することができる。 

①３８６×２の筆算の仕方を考え

る。 

②９３７×４の筆算の仕方を考え

る。 

［思判表］既習の乗法の

筆算の仕方に着目して，

３位数×１位数（部分積

がみな２桁，及び部分積

を加えたときに繰り上が

りあり）の筆算の仕方を

考え，説明している。

【観察・ノート】 

［態度］これまでの筆算

の仕方を振り返り，被乗

数や積の桁数が多くなっ

ても，どの位で繰り上が

りがあっても，同じやり

方で求められることのよ

さを感じている。【観

察・ノート】 

10 ○３つの数の乗法が１つの

式に表せることを知り，

乗法の結合法則について

理解する。 

 

①問題場面をとらえ，代金の求め

方について考える。 

②場面を３つの数の乗法の式で表

す。 

③３つの数の乗法の結合法則をま

とめる。 

［知技］乗法の結合法則

を用いて５×２を先に計

算するなど，工夫して計

算することができる。

【観察・ノート】 

④まとめ（１時間） 

11 ○学習内容の定着を確認す

るとともに，数学的な見

方・考え方を振り返り価

値づける。 

①「たしかめよう」に取り組む。 

②「つないでいこう 算数の目」

に取り組む。 

［知技］基本的な問題を

解決することができる。

【観察・ノート】 

［思判表］数学的な着眼
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上ｐ．１１１～１１２ 点と考察の対象を明らか

にしながら，単元の学習

を整理している。【観

察・ノート】 

［態度］単元の学習を振

り返り，価値づけたり，

今後の学習に生かそうと

したりしている。【観

察・ノート】 

 

５ 本時の指導 

（１）本時のねらい 

２位数×１位数（部分積がみな１桁）の計算の仕方について理解し，その計算ができる。 

 

（２）研究との関わり（視点と手立て） 

 

 

 

 

視点１ 日常生活の事象を数理的に捉えさせる。 

・買い物の際のお金の計算といった児童の日常生活に関わりのあるものを問題場面に取り上げる。 

・アレイ図や模擬硬貨図を用いて計算の仕方を説明する活動を取り入れることで，まとまりに着目す

る見方を育むことができるようにする。 

 

視点２ 見通しを持ち，筋道を立てて考え表現する。 

・２０×３の計算方法を想起させながら，本時の学習問題「２３×３」の計算との違い（１０のまと

まりだけでは計算することができない計算であること）に目を向けさせ，自力解決への学習の見通

しを持たせるようにする。 

・友達の考えを読み取り，説明する活動を多く取り入れる。 

・計算の仕方を考える時に，図だけを示したヒントカードを用意し，自力解決が難しい児童に配布す

る。 

 

視点３ 学習の振り返りを充実する。 

・授業の終わりにロイロノートで，「分かったこと」「できるようになったこと」を書かせ，学習の

振り返りを行う。 

 

（３）指導過程 

段

階 

主な学習活動 

主な働きかけ 

予想される 

児童の反応 

指導上の留意点 

評価規準 

導

入 

５ 

分 

１ 本時の問題場面を捉える。 

 

 

 

 

○式をノートに書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２３？２０ ならできるのに。 

・式は２３×３だ。 

・２０×３なら，１０のまとま

りで考えると２×３で 簡単に

計算できる。 

・でも２３×３だと，１０のま

とまりが使えない？  

視点１買い物の際のお金

の計算といった児童の

日常生活に関わりのあ

るものを問題場面に取

り上げ，解決の意欲と

必要感を持たせる。 

・まずは２０×３を想起

させ，既習を押さえた

上で，２３を提示した

際に「できない」とい

う困り感をもてるよう

にする。 

  研究主題 

    算数的活動を通して，数学的な思考力や表現力を育てる指導の工夫。 

１まい２３円の色画用紙を，３ま

い買います。代金はいくらですか。 
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２ 本時の学習課題を捉える。 

 

 

・計算の仕方が分からない…。 

・６９だ！ 

 

展

開 

35 

分 

３ 計算のしかたを考える。 

○どんな方法で考えたらいいで

すか。 

 

 

 

 

 

○計算のしかたをノートに書き

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図に書いてみる。 

・2年生の時のかけ算ではアレ

イ図を使ったよ。 

・ブロックでできそう。 

・お金で考えてみよう。 

・言葉で説明してみよう。 

 

・２０×３の時は１０円玉で考

えた。今日も同じように考え

てみよう。 

・前に１２×４を学習したとき

は，アレイ図を使って考えた

から今回も使えるかもしれな

い。 

・２３は２０と３に分けられ

る。これまでも分けて考えて

きたからできるかもしれな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第１単元で１２×４の

計算の仕方を考える際

に，アレイ図を用いた

ことを想起させる。 

視点２計算の仕方をノー

トに書き，自分の考え

を表現するようにす

る。 

視点２計算の仕方を考え

る時に，図だけを示し

たヒントカードを用意

し，自力解決が難しい

児童に配布する。 

〔関〕２位数×１位数の

計算の仕方を既習の乗

法九九などを基に考え

ようとしている。（ノ

ート） 

・早く書き終わった児童

にホワイトボに図だけ

記入させる。 

視点１アレイ図や模擬硬

貨図を用いて計算の仕

方を説明する活動を取

り入れることで，まと

まりに着目する見方を

見出すことができるよ

うにする。 

・友達の考えを見なが

ら，自分の考えと似て

いる考えはどれか考え

させる。 

・早く終わった児童には

他の考えもノートに書

かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３×３の計算のしかたを考えよう。 

 

      アレイ図を使って２３ 

を２０と３に分ける。 

 

２０×３＝６０ 

 

 

 

       ３×３＝９ 

 

       あわせて６９ 

 

 

 

        ２０×３＝６０ 

 

         ３×３＝９ 

 

         あわせて６９ 

 

 ２３×３＝□ 

     ２０×３＝６０ 

２０ ３     ３×３＝９ 

         あわせて６９ 
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○友達の考えを説明しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○３人の考えの似ているところ

はどこでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 適用問題 

○練習問題に取り組みましょ

う。 

 

・２３個の○を３つかくと，２

３×３になります。そして，

２３を２０と３に分けます。 

そうすると，上側が２０×

３，下側が３×３に分けられ

ます。２０×３＝６０，３×

３＝９，合わせて６０＋３＝

６９ 答えは６９枚です。 

・２０×３と同じようにお金で

考えました。１０円玉２枚と

１円玉３枚で２３円。それが

３つなので，上側が２０×

３，下側が３×３に分けられ

ます。２０×３＝６０，３×

３＝９，合わせて６０＋３＝

６９ 答えは６９枚です。 

・２３を２０と３に分ける。 

２０×３＝６０ ３×３＝９ 

合わせて６９ 

 

・２３を２０と３に分けて計算

する。 

・分けると九九を使って求めら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

・黒板に掲示した図や言

葉を見ながら，友達が

どのように考えたか考

えさせる。 

・説明できる児童がいな

かった場合，一度ペア

で話し合い，どのよう

に考えたと思うか２人

で考えるようにする。 

視点２友達の考えを読み

取り，説明する活動を

多く取り入れる。 

［思判表］既習の乗法九

九などに着目して，２

位数×１位数の計算の

仕方を具体物や図，式

を用いて考え，説明し

ている。【観察・ノー

ト】 

 

・被乗数を二つの数（２

０と３）に分けて考え

ることの有効性に帰着

させ，児童の考えをま

とめる。 

 

［知技］２位数×１位数

の計算の仕方を，数の

構成を基に書き方や手

順を理解している。

【観察・ノート】 

終

末 

５ 

分 

５ 本時の振り返りをする。 

○友達の発表を聞いて，気付い

たことや分かったこと，感想

をロイロノートに書きましょ

う。 

 

・２３を２０と３に分けて計算

すれば簡単にできる。 

・友達の発表を聞いて，かけ算

のやり方が分かった。 

視点３感想を書く観点を

示し，振り返りが充実

するようにする。 

 

（４）評価 

本時の評価 ２位数×１位数の計算の仕方を，数の構成を基に書き方や手順を考

えている。 

十分満足できる ２位数×１位数の計算の仕方を，数の構成を基に書き方や手順を図

や式を用いて表現している。 

支援が必要とされる 

児童への手立て 

図だけを示したヒントカードを用意し，計算の仕方を考えるように

促す。 

 

 

 

 

２３×３のような計算は，かけられる数を位ごとに分けて計算 

すると，これまで学習した九九を使って求めることができる。 
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（５）板書計画 

 

                                    

 

 

式 ２３×３ 

 

・だいたい 60円。                                  

（1）１３×２ 
・60円より高い。                                  （2）３１×３ 

１まい２３円の色画用紙を，３まい

買います。代金はいくらですか。 

 

２３×３の計算のしかたを考えよう。 

 

  

 

２３×３のような計算は，かけら

れる数を位ごとに分けて計算する

と，これまで学習した九九を使っ

て求めることができる。 

 


